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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第66期

第２四半期連結
累計期間

第67期
第２四半期連結

累計期間
第66期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （千円） 3,856,328 3,787,394 7,644,189

経常利益 （千円） 39,286 15,454 88,786

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 12,717 1,742 30,601

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 11,596 52,656 60,666

純資産額 （千円） 2,213,591 2,290,203 2,262,482

総資産額 （千円） 5,286,092 5,179,484 5,448,543

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 15.46 2.12 37.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 41.88 44.22 41.53

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 59,363 △58,762 281,628

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 108,847 △31,646 57,051

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △62,425 △119,348 △77,371

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 724,562 670,328 880,085

 
 

回次
第66期

第２四半期連結
会計期間

第67期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成28年
７月１日

至平成28年
９月30日

自平成29年
７月１日

至平成29年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）
（円） 6.65 △11.58

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しております。

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

　① 経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の緩やかな改善を背景に輸出や企業収益、個人消費な

どが持ち直し、緩やかな回復基調にあるものの、一部地域の国際的な緊張の高まりなど海外情勢の不確実性や国内外

の政治動向の懸念材料もあり、先行き不透明な状況となっております。

　また、小売・サービス業界においては、景気の回復が消費の改善に結びつかない中、高付加価値を求めるお客様の

ニーズと、節約・低価格志向への対応が求められました。

　このような状況下で当社グループは、音楽教室及びカルチャー教室の会員数拡大を経営の最重点課題と位置づけ、

滋賀県草津市の総合音楽ショップ内にある音楽教室を、大人会員の増加と音楽普及サービスの向上を図る為、増床い

たしました。カルチャー教室では大阪市浪速区に新規出店し、大阪府豊中市の教室を移転リニューアルいたしまし

た。

　店舗におきましては、顧客参加型のイベント活動の推進や商品の品揃え、きめ細やかな接客サービスの向上に注力

し、お客様の来店数、来店頻度の増加を図り、顧客満足度の向上に向けた活動を推進してまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は商品売上の減少で37億87百万円（前年同期比1.8％

減）、営業利益は費用効率化の徹底に取り組んだものの、売上総利益率低下により19百万円（同52.7％減）、経常利

益は15百万円（同60.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１百万円（同86.3％減）となりました。

　セグメント別の状況は、次のとおりであります。

（音楽事業部門）

　鍵盤楽器は、一般顧客向けの販売は前期の厳しい状況から回復が見られましたが、公共施設向けの販売が大幅に減

少いたしました。管弦楽器は、春の需要シーズン向けのセールは堅調に推移したものの、学校向けの販売が減少いた

しました。ＡＶソフトはコンサートやイベント会場での販売を積極的に行ったことで前年並みとなりました。　ま

た、ギター関連は前期からの全国的な在庫過多による値崩れの影響が第２四半期まで継続したことで利益率が大幅に

低下したことと、前期に閉鎖した店舗の影響で厳しい状況となりました。

　音楽教室は、春の会員募集において、子供会員数は前年を上回るスタートとなりましたが、受講料単価の低下もあ

り受講料収入は前年をやや下回る状況となりました。一方で大人会員の受講料収入は、50～60代向けの新たなレッス

ン講座が人気となり堅調に推移いたしました。

　この結果、売上高は24億７百万円（前年同期比2.8％減）、セグメント利益は１億18百万円（同11.2％減）となり

ました。

（カルチャー事業部門）

　お客様が求めるカルチャー教室の実現に取り組み、地域のニーズに合わせ付加価値を高めた魅力ある講座の開発を

推進してまいりました。

　地域特性を加味したオリジナル講座開発、「ご当地講座」を積極的に行うことに加え、京都をテーマとしたインバ

ウンド向けの講座開発を行うなど独創性を強化し、新規会員獲得や既存会員の継続率を高めました。

　関東、九州地区を中心に体験レッスンからの入会が増えるなど新規会員募集が順調で、東日本・西日本エリアとも

に既存教室は堅調に推移したものの、教室移転による会員数の減少や新規出店教室の会員募集の苦戦に加え、移転に

伴う費用の影響もあり厳しい状況となりました。

　この結果、売上高は13億80百万円（前年同期比0.1％増）、セグメント利益は48百万円（同12.3％減）となりまし

た。
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② 財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は22億95百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億74百万円減少

いたしました。これは主に現金及び預金が２億51百万円、受取手形及び売掛金が37百万円減少したことによるもので

あります。固定資産は28億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ５百万円増加いたしました。これは主に投資有

価証券が69百万円増加、差入保証金が14百万円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は、51億79百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億69百万円減少いたしました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は19億56百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億５百万円減少

いたしました。これは主に短期借入金が１億24百万円増加し、支払手形及び買掛金が94百万円、１年以内返済予定の

長期借入金が32百万円減少したことによるものであります。固定負債は９億32百万円となり、前連結会計年度末に比

べ１億90百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が１億85百万円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、28億89百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億96百万円減少いたしました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は22億90百万円となり、前連結会計年度末に比べ27百万円増加い

たしました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益が１百万円、剰余金の配当が24百万円となったことと、

その他有価証券評価差額金が50百万円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は44.2％（前連結会計年度末は41.5％）となりました。

　③ キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

２億９百万円減少し、６億70百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は58百万円となりました。（前年同期は59百万円の獲得）

　これは主に、税金等調整前四半期純利益が19百万円、減価償却費が64百万円となったことに加え、売上債権の減

少額が37百万円となり、仕入債務の減少額が97百万円、法人税等の支払額が48百万円になったことによるものであ

ります。

 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は31百万円となりました。（前年同期は１億８百万円の獲得）

　これは主に、定期預金の払戻による収入が84百万円となり、定期預金の預入による支出が42百万円、有形固定資

産の取得による支出が77百万円になったことによるものであります。

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は１億19百万円となりました。（前年同期は62百万円の使用）

　これは主に、短期借入れによる収入が１億24百万円となり、長期借入金の返済による支出が２億18百万円、配当

金の支払額が24百万円になったことによるものであります。

（２）経営方針・経営戦略等

　　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

（注）平成29年６月29日開催の第66回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。
これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、発行可能株式総数は21,600,000株減少し、
2,400,000株となっております。

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成29年11月10日）

上場金融商品取引所名又は
登録認可金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 8,272,500 827,250 ㈱東京証券取引所市場第二部
単元株式数

100株

計 8,272,500 827,250 － －

（注）１．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株式
総数は7,445,250株減少し、827,250株となっております。

２．平成29年６月29日開催の第66回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。
これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更と
なっております。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（千円）

資本金残高
 

（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

 平成29年７月１日～

 平成29年９月30日
－ 8,272,500 － 957,000 － 985,352

（注）平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株式総数
は7,445,250株減少し、827,250株となっております。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ヤマハミュージッ

クジャパン
東京都港区高輪２丁目17-11 2,639 31.91

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町１丁目５－５ 406 4.91

株式会社京都銀行 京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700 400 4.85

株式会社滋賀銀行 滋賀県大津市浜町１番38号 398 4.82

ＪＥＵＧＩＡ取引先持株会 京都市中京区三条通寺町東入石橋町11番地 276 3.34

有限会社田中商店 京都市中京区中筋通竹屋町上る末丸町 260 3.14

ＪＥＵＧＩＡ従業員持株会 京都市中京区三条通寺町東入石橋町11番地 240 2.90

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 224 2.71

松浦　良一 滋賀県栗東市 201 2.43

大和無線電器株式会社 京都市右京区西院久保田町18番地 166 2.01

計 － 5,212 63.01

（注）平成29年10月1日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っておりますが、上記所有株式数について

は、当該株式併合前の所有株式数を記載しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － 　－

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － 　－

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ 　－

完全議決権株式（自己株式等）
　普通株式

46,000
－ 　－

完全議決権株式（その他）
　普通株式

8,141,000
8,141 　－

単元未満株式
　普通株式

85,500
－ 　－

発行済株式総数 8,272,500 － 　－

総株主の議決権 　－ 8,141 　－

（注）１．平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。これにより、発行済株式
総数は7,445,250株減少し、827,250株となっております。

２．平成29年６月29日開催の第66回定時株主総会において、株式併合に関する議案が承認可決されております。
これにより、株式併合の効力発生日（平成29年10月１日）をもって、単元株式数が1,000株から100株に変更と
なっております。

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　(株)ＪＥＵＧＩＡ
京都市中京区三条通寺町

東入石橋町11番地
46,000 － 46,000 0.56

計 － 46,000 － 46,000 0.56

（注）平成29年６月29日開催の第66回定時株主総会の決議により、平成29年10月１日付で株式併合（普通株式10株につき
１株の割合で株式併合）及び単元株式数の変更（1,000株から100株に変更）を行っております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣ京都監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,239,475 987,718

受取手形及び売掛金 190,447 153,106

商品 729,571 685,599

その他 410,967 469,375

貸倒引当金 △130 △120

流動資産合計 2,570,331 2,295,680

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 823,149 845,433

土地 777,494 777,494

その他（純額） 109,538 64,915

有形固定資産合計 1,710,181 1,687,843

無形固定資産 49,569 43,933

投資その他の資産   

投資有価証券 341,886 411,529

差入保証金 646,368 632,284

その他 164,065 142,071

貸倒引当金 △33,860 △33,860

投資その他の資産合計 1,118,460 1,152,026

固定資産合計 2,878,211 2,883,803

資産合計 5,448,543 5,179,484

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 492,327 397,563

短期借入金 342,000 466,000

1年内返済予定の長期借入金 429,325 396,878

引当金 48,000 48,000

その他 751,222 648,453

流動負債合計 2,062,874 1,956,894

固定負債   

長期借入金 925,604 739,660

退職給付に係る負債 126,275 119,673

その他 71,307 73,051

固定負債合計 1,123,186 932,385

負債合計 3,186,061 2,889,280

純資産の部   

株主資本   

資本金 957,000 957,000

資本剰余金 985,352 985,352

利益剰余金 247,456 224,516

自己株式 △6,621 △6,874

株主資本合計 2,183,187 2,159,994

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 79,294 130,209

その他の包括利益累計額合計 79,294 130,209

純資産合計 2,262,482 2,290,203

負債純資産合計 5,448,543 5,179,484
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 3,856,328 3,787,394

売上原価 2,178,779 2,137,140

売上総利益 1,677,549 1,650,253

販売費及び一般管理費 ※ 1,635,769 ※ 1,630,508

営業利益 41,779 19,745

営業外収益   

受取利息及び配当金 2,994 2,782

受取手数料 2,016 1,151

その他 3,742 857

営業外収益合計 8,753 4,791

営業外費用   

支払利息 10,070 8,990

その他 1,176 91

営業外費用合計 11,246 9,082

経常利益 39,286 15,454

特別利益   

固定資産売却益 710 4,278

投資有価証券売却益 － 6,759

補助金収入 － 2,000

特別利益合計 710 13,037

特別損失   

固定資産除却損 138 9,414

災害による損失 4,197 －

特別損失合計 4,336 9,414

税金等調整前四半期純利益 35,660 19,078

法人税等 22,942 17,336

四半期純利益 12,717 1,742

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,717 1,742
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 12,717 1,742

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,121 50,914

その他の包括利益合計 △1,121 50,914

四半期包括利益 11,596 52,656

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 11,596 52,656
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 35,660 19,078

減価償却費 76,841 64,884

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △126 △6,601

受取利息及び受取配当金 △2,994 △2,782

支払利息 10,070 8,990

固定資産売却損益（△は益） △710 △4,278

固定資産除却損 138 9,414

災害損失 4,197 －

売上債権の増減額（△は増加） 13,759 37,340

差入保証金の増減額（△は増加） 10,971 5,083

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,047 43,980

仕入債務の増減額（△は減少） △46,744 △97,669

その他の流動資産の増減額（△は増加） △15,664 △49,762

その他の流動負債の増減額（△は減少） △12,920 △6,597

その他の固定負債の増減額（△は減少） 10,789 1,517

その他 7,474 △26,674

小計 92,790 △4,076

利息及び配当金の受取額 3,060 2,795

利息の支払額 △9,990 △8,708

災害損失の支払額 △4,197 －

法人税等の支払額 △22,299 △48,773

営業活動によるキャッシュ・フロー 59,363 △58,762

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △42,000 △42,000

定期預金の払戻による収入 179,000 84,000

有形固定資産の取得による支出 △27,039 △77,594

有形固定資産の売却による収入 710 4,278

有形固定資産の除却による支出 △138 △9,408

投資有価証券の売却による収入 － 11,312

ソフトウエアの取得による支出 △1,899 －

その他 214 △2,234

投資活動によるキャッシュ・フロー 108,847 △31,646

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 124,000

長期借入れによる収入 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △237,738 △218,391

配当金の支払額 △24,686 △24,682

その他 0 △275

財務活動によるキャッシュ・フロー △62,425 △119,348

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 105,785 △209,756

現金及び現金同等物の期首残高 618,776 880,085

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 724,562 ※ 670,328
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【注記事項】

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

　第１四半期連結会計期間より、カルチャー事業における教室用建物の耐用年数を従来の５年から10年に変更し

ております。この変更は、改装を要する実態を調査した結果、より長く使用できる見込みとなったことによるも

のです。

　これにより、当第２四半期連結会計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ

7,101千円増加しております。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

給料及び手当 540,930千円 533,804千円

賞与引当金繰入額 48,000 48,000

退職給付費用 7,446 11,301

賃借料 393,922 393,664

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

現金及び預金 1,041,952千円 987,718千円

担保提供又は預入期間３ヶ月超の

定期預金
△317,390 △317,390

現金及び現金同等物 724,562 670,328

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 24,686 3  平成28年３月31日  平成28年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 24,682 3  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 音楽事業
カルチャー

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 2,477,638 1,378,690 3,856,328 － 3,856,328

セグメント間の内部売

上高又は振替高
478 － 478 △478 －

計 2,478,116 1,378,690 3,856,806 △478 3,856,328

セグメント利益 133,123 54,834 187,957 △146,178 41,779

（注）１．セグメント利益の調整額△146,178千円は、全社費用等であり、主に各報告セグメントに

　　　　　帰属しない本社事務管理部門の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 音楽事業
カルチャー

事業
計

売上高      

外部顧客への売上高 2,407,119 1,380,275 3,787,394 － 3,787,394

セグメント間の内部売

上高又は振替高
4,550 111 4,661 △4,661 －

計 2,411,669 1,380,386 3,792,055 △4,661 3,787,394

セグメント利益 118,168 48,068 166,236 △146,491 19,745

（注）１．セグメント利益の調整額△146,491千円は、全社費用等であり、主に各報告セグメントに

　　　　　帰属しない本社事務管理部門の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社　ＪＥＵＧＩＡ(E03174)

四半期報告書

14/18



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 15円46銭 2円12銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 12,717 1,742

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
12,717 1,742

普通株式の期中平均株式数（株） 822,875 822,674

　(注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　 ２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

（重要な後発事象）

（株式併合及び単元株式数の変更等）

　当社は、平成29年５月12日開催の取締役会において、平成29年６月29日開催の第66回定時株主総会に、株式併

合及び単元株式数の変更及び定款一部変更について付議することを決議し、同定時株主総会で承認可決され、平

成29年10月１日でその効力が発生しております。

　　　（１）株式併合及び単元株式数の変更の目的

　全国証券取引所は、「売買単位の集約に向けた行動計画」を発表し、すべての国内上場会社の普通株式の売買

単位を100株に統一することを目指しております。

　当社は、東京証券取引所に上場する企業として、この趣旨を尊重し、当社普通株式の売買単位である単元株式

数を1,000株から100株に変更するとともに、証券取引所が望ましいとしている投資単位の水準（５万円以上50万

円未満）を勘案し、株式併合（普通株式10株につき１株の割合で併合）を実施するものであります。

　　　（２）株式併合の内容

　　　　　　① 株式併合する株式の種類

　　　　　　　普通株式

　　　　　　② 株式併合の方法・比率

　平成29年10月1日をもって、平成29年９月30日（実質上９月29日）の最終の株主名簿に記載又は記録され

た株主の所有株式数を基準に、10株につき１株の割合をもって併合いたしました。

　　　　　　③ 株式併合により減少する株式数

株式併合前の発行済株式総数（平成29年９月30日現在） 8,272,500株

今回の株式併合により減少する株式数 7,445,250株

株式併合後の発行済株式総数 827,250株

（注）「株式併合により減少する株式数」及び「株式併合後の発行済株式総数」は、併合前の発行済株式総

数及び株式併合割合に基づき算出した理論値であります。

　　　（３）１株未満の端数が生じる場合の処理

　株式併合の結果、１株に満たない端数が生じた場合には、会社法の定めに基づき、一括して処分し、その

処分代金を端数が生じた株主様に対して、端数の割合に応じて分配いたします。

　　　（４）効力発生日における発行可能株式総数

　　　　　　2,400,000株

　　　　　　株式併合の割合に合わせて、従来の24,000,000株から2,400,000株に減少いたしました。

　　　（５）単元株式数の変更の内容

　　　　　　株式併合の効力発生と同時に、普通株式の単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。
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　　　（６）株式併合及び単元株式数の変更の日程

取締役会決議日 平成29年５月12日

株主総会決議日 平成29年６月29日

株式併合及び単元株式数の変更の効力発生日 平成29年10月１日

　　　（７）１株当たり情報に及ぼす影響

　　　１株当たり情報に及ぼす影響については、当該箇所に記載しております。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独 立 監 査 人 の 四 半 期 レ ビ ュ ー 報 告 書

平成２９年１１月１０日

株 式 会 社 Ｊ Ｅ Ｕ Ｇ Ｉ Ａ

取　締　役　会　御　中

ＰｗＣ京都監査法人

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士　高　　井　　晶　　治　　印

   

 
指 定 社 員
業務執行社員

公認会計士　橋　　本　　民　　子　　印

   

 

 
  

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＪＥＵ

ＧＩＡの平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２９年７月

１日から平成２９年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＪＥＵＧＩＡ及び連結子会社の平成２９年９月３０日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以　　上
 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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